
絶景の湖上から極上の神社・温泉まで！静岡県おすすめ紅葉名所巡り
　都心から新幹線や高速道路でアクセスしやすく、週末の日帰りや一泊旅行に最適な静岡県。秋が深まると、

秘境の渓谷から由緒ある神社、伊豆の温泉地まで、鮮やかな紅葉が県内各地を彩ります。今回は、息をのむ絶

景が広がるおすすめ紅葉スポットを紹介します。

詳細・その他の紅葉名所はこちら▶▶▶

　大井川支流・寸又川沿いの全長約16kmにわたる渓谷

「寸又峡」にある「夢のつり橋」は、「死ぬまでに渡

りたい世界の徒歩吊橋10選」に選ばれた絶景名所です。

　チンダル現象による神秘的なエメラルドグリーンの

湖面と、周囲の原生林が鮮やかに色づく紅葉のコント

ラストは圧巻の美しさです。橋の真ん中で恋愛成就を

祈ると願いが叶うパワースポットとしても親しまれて

います。

　【例年の見頃】11月上旬から下旬

絶景とエメラルドグリーン「夢のつり橋」（川根本町）

紅葉と早咲きの梅が紡ぐ情景「熱海梅園」（熱海市）

遠江国一宮の荘厳な錦秋「小國神社」（森町）

　森町に鎮座する「小國神社」は、創建1470年の歴史

を誇る「遠江国一宮」です。徳川家康公をはじめとす

る多くの武将から崇敬を受けてきました。

　樹齢300年を超える樹木が広がる約35万坪の広大な

神域には、宮川沿いに大小約1000本の紅葉が林立して

います。見頃には、赤や黄に色づいた紅葉が清流に映

り込み、神社ならではの荘厳な色彩美を見せてくれま

す。　

　【例年の見頃】11月中旬から12月上旬

　明治19年開園の「熱海梅園」は、「日本で最も早

咲きの梅」と「日本で最も遅い紅葉」で知られる名

所です。11月中旬から早咲きの梅も開花し始めるた

め、見頃時期には鮮やかな紅葉と可憐な初梅を同時

に愛でる珍しい情景を楽しめます。

　11月14日（土）～12月6日（日）の「もみじまつ

り」期間中は、足湯やライトアップされた紅葉が楽

しめます。　

　【例年の見頃】11月下旬から12月

　※紅葉の色づき情報については、お出かけ

　　前に公式サイト等よりご確認ください。
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ふじさん駿河湾フェリー情報

海洋関連企業・アカデミア等の最新技術が集結する
　　大規模展示会　『海のEXPO』
国内外の有識者が集う国際会議　『海の未来会議』

イベントを通じて、未来のブルーエコノミーを牽引する
イノベーションを創出します。

▼詳細・申込

脱炭素社会や循環経済を実現する素材として
注目されるセルロースナノファイバー（ＣＮＦ）。

セルロース素材を活用する企業や研究機関、
130社が出展します。

■10月3日（土）「幻の第4便」が黄金崎沖で復活

　クラウドファンディングで集まった420万円をもとに、駿河
湾フェリーの本来の価値「夕陽に輝く幻の第4便」の特別運航
が実現しました。支援者240人を乗せ、午後3時半に清水港を
出航、5時には黄金崎沖に進み、日没までの30分間、夕陽に輝
く黄金崎・馬ロック及び海面に輝く沈みゆく夕陽を満喫しまし
た。贅沢な時間を堪能し、乗船者の笑顔が印象的。これからの
10～１１月、土肥港最終便（午後4時半発）に乗船されると、海
面に沈め夕陽を楽しむことができます。

2026年10月22日（木）～23日（金）

▼詳細・申込

 
　
　

　

編集後記

　行政連絡班の田中です。

　10月で東京事務所に赴任

して半年が経過しました。

　業務にも徐々に慣れ、週

末の休みを利用して都内の

各所を巡っています。

　先日、東京ビッグサイト

で開催された「ツーリズム

EXPOジャパン2026」に行っ

てきました。イベントでは、我らが静岡県

をはじめ、国内外から多数のブースが出展

され、趣向を凝らした展示などに、来場者

は大変な賑わいをみせていました。

　私は元々、旅行が趣味で、前回の東京勤

務時には、北海道や東北６県などに旅行し、

いずれは全都道府県に旅行することを個人

的な目標にしているのですが、今回のイベ

ントで旅行意欲がかき立てられ、早速、北

関東への温泉旅行を計画しました。

　秋深まる時期に、紅葉を見ながら温泉に

つかり、くいっと一杯...そんな大人の旅

を楽しみたいと思っています。

主任
田中 誉久

黄金崎

静岡県内で、同日・別会場で次世代産業に関する２つのイベントを開催！


